













































































































































































































































る（27）。そしてその翌月、12 月 24 日に沢柳は帰らぬ人となるのである。




























































































































































































































和 13）年）、園舎建て替え（1939（昭和 14）～ 1940（昭和 15）年）、三年保育の
試み（1942（昭和 17）年）などがあったようである（553 ～ 555 頁）。その後、
戦争が激しくなったために休園命令を受けて 1944（昭和 19）年 6 月に休園を余
儀なくされた。さらに 1945（昭和 20）年 5 月 25 日の大空襲により園舎は全焼す















































　また、研究という点では、1983（昭和 58）年 6 月に当時成城幼稚園の園長であっ
た横山昭作によって『幼児と教育』という年度ごとの実践記録をまとめた研究誌


























(1)	 小原国芳「小原国芳自伝（2）」『小原国芳全集』第 29 巻所収、玉川大学出版部、昭


















(6)	 中野光『大正自由教育の研究』黎明書房、教育名著選集⑥、1998 年、10 頁。なお
初版は 1969 年。
(7)	 文部省『幼稚園教育百年史』1979 年、27 頁。
(8)	 同上。
(9)	 同書 9 頁。
(10)	同書 511 頁。
(11)	同書 141 頁。
(12)	『成城学園五十年』1967 年、548 頁および『成城学園六十年』1977 年、141 頁。
	 実は、『五十年』では、通史と部局史で記述が揺れている。部局史では「成城学園に
つとめている職員の子弟、五、六人」（548 頁）となっているが、通史の方では「付近
の幼児六名」（64 頁）となっている。父兄名簿は 1925（大正 14）年度から現存するが、









(14)	小原国芳「わたしたちの幼稚園」『教育問題研究・全人』第 21 号、1928（昭和 3）年 5 月、
33 頁。
(15)	同上。








(22)	「澤柳政太郎私家文書」「成城小学校 [ 児童数・収入予測 ]」〈1251〉および「成城小
学校経費予算」〈1252〉。番号は、『澤柳政太郎私家文書目録』（『成城学園教育研究所





(27)	小原国芳「学園小史」『教育問題研究・全人』第 21 号、22 頁。
(28)	「成城」№338、東京都公文書館蔵。なお、『五十年』には寄付金に関して具体的に
は記述されていないが、「父兄の藤倉氏や岡田氏の御厚意で建築がはじめられ」たと











(35)	同上 141 ～ 142 頁。
(36)	小林宗作「幼稚園の可否に就て（そのニ）」『教育問題研究・全人』第 34 号、昭和 4





が、前後の史料からおそらく昭和 10 年のものと推察される。幼稚園では、授業料 72 円、
入学金 5 円のほか、幼稚園独自の費用として 1 食当たり 12 銭の食費に加えて「おやつ、
遠足費」として年額 18 円が徴収されていた。




とあることから（おそらく小宮自身が書いたものであろう）1941（昭和 16）年 4 月で
あると推定できる。
(41)	山内千代子「小さい祈り」前掲『教育問題研究・全人』第 35 号、101 頁。
(42)	大塚喜一「回顧一年」前掲『教育問題研究・全人』第 35 号、94 頁。
(43)	『五十年』549 ～ 550 頁。
(44)	小林前掲「幼稚園教育の可否に就て（その二）」72 頁。
(45)	前掲 71 頁。



























和 58）年 6 月、1 頁。
(62)	横山昭作「あとがきにかえて」『幼児と教育』第 6 号、成城幼稚園、1989（平成元）
年 3 月、91 頁。
(63)	同上。
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